
1　対象地区の現状

➀地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 51.9%

③地区内における65才以上の農業者の耕作面積の合計 47.6%

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 96.8%

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 69.0%

（備考）

2　対象地区の課題

3　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

86.84ha

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

上三川町 上蒲生地区
（願成寺、上蒲生北部、上蒲生南部、峰町）

令和3年3月26日 令和5年3月27日

167.41ha

79.64ha

77.13ha

115.57ha

　現在、中心経営体が引き受けている農地の耕作面積は87haであり、地域内の2法人の耕作面積が60haとなっている。65才
以上の農業者が耕作する割合は全体の47.6％となっており、後継者についても農業以外の従事者が多いという課題もある。
一方で、中心経営体以外の農業者においても小規模ながら若干の規模拡大の意向がある農業者がいることから、これらの農
業者も地域の担い手として位置付け、営農維持の支援や集積・集約化を図る必要がある。

　中心経営体と併せて小規模農業者のうち規模拡大志向農業者にも集積を進め、地域の農地全体における営農継続を図る。
生産基盤の整備として農地の大区画化についても検討を進める。農村環境の維持管理を地域ぐるみで行う体制づくりに向け
て多面的機能支払交付金の活用について検討を行う。


